
　時計の生産、貿易、流通及び消費の
増進並びに時計産業に関する国際交
流の促進を通じて、日本の時計産業の
総合的な発展を図り、世界経済の発
展に寄与することを目的とする一般社
団法人日本時計協会（JCWA。服部真
二会長）の「平成30年新年賀詞交歓
会」が、1月10日、ホテルニューオータ
ニで開かれ、来賓はじめ、関係団体、名
誉会員など104名が参列し、時計産業
の発展に向けスタートをきった。
　冒頭、服部会長は、経済産業省産業
機械課の片岡隆一課長、山下龍夫課
長補佐、村中祥子係長並びに、厚生労
働省人材開発統括官付検定制度整備
プロジェクト推進室の搆（かまえ）健一
室長の来賓に対し礼を述べた後に、
「常設の7つの委員会活動の内、特に技
術標準化ではISO国際会議において、
日本が幹事国である“耐磁ウオッチ”に
関して、日本の基準案が合意された。通
商関連及び知的財産権の各事業では
スマートウオッチとの貿易上、商標権上
の諸懸案に関して国内のみならずスイ
ス、フランスの時計協会などとも活発な
議論を行った。また、次世代育成事業
では、第55回技能五輪全国大会の時
計修理職種に参加する若手技術者へ

の積極的な指導、支援を実施。
霞ヶ関子どもデー、キッザニアでは
ウオッチ、クロック組立教室を実施
し、子供たちにモノ作りを通して時
計に興味を持ってもらう啓蒙活動
に力を入れてきました。更に、より
公益性の高い活動に向け昨年よ
り東北復興支援として、福島大学
との連携で福島県3カ所において
被災地の小中学生を対象にウ
オッチ・クロック組立教室を開催
し、地元各方面より高い評価をい
ただきました」と昨年の事業活動
を振り返った。本年においては「国
際交流事業として、国際会議主催
を控え、同会議の成功とアジア地
域の業界団体との協調体制の強

化を目標に、現在準備を進めているとこ
ろです。正式名称は第22回アジア時計
商工業促進検討会で、44年の歴史の
あるアジア地域の時計業界関係者の
交流を目的とした国際会議です。同会
議を当会の主催により、5月27日から
29日にわたり、パシフィコ横浜で開催し
ます。内容としては、団長会議、開会式・
全体会議、業種別分科会及び閉会式
となっています。また、会期中の懇親行
事として、歓迎晩餐会、フェアウェルディ
ナー、さらに関連行事として、企業見学
会や我が国時計産業の最新技術を紹
介することを企画しています。この機会
を通じてアジア地域の業界団体との協

調体制の強化
が図れればと
願うものです」
と述べ、挨拶
にかえた。
　その後は、
来 賓 挨 拶の
後、戸倉敏夫
副会長の音頭
で乾杯し、歓
談に入った。
　 歓 談 中に
は、第55回技
能五輪全国大会「時計修理職種」入
賞者及び記念品授与が行われた。

　五輪選手を代表し、金メダルを獲得
した平谷朱菜さん（セイコーエプソン）
が「昨年、技能五輪全国大会時計修理
職種に出場し、金メダルを取ることがで
きましたが、時計業界の皆様をはじめ、
会社関係者のお力添えがあってのもの
と、今でも感謝の気持ちでいっぱいで
す。五輪を通じて会社の垣根を超えた
交流もでき、同じ目標に向かって頑
張った仲間は、掛け替えの無い財産と
なりました。これから私たちは新しいス
タートとなります。まだまだ未熟な私た

ちで、微力ですが時計業界の発展に貢
献できるよう切磋琢磨して参りますの
で、今後とも宜しくお願い致します」と
力強い言葉を述べ、期待が高まる業界
の未来を明るくする逸材として、拍手喝
采を浴びた。入賞者は、敢闘賞＝木下
誠（シチズン時計マニュファクチャリン
グ）、小池清美（セイコーエプソン）。銅
賞＝吉田竜成（シチズン時計マニュ
ファクチャリング）、横井七海（シチズン
時計妙高）、松下裕美（シチズン時計マ
ニュファクチャリング）。銀賞＝的野祥
歩（今江時計眼鏡宝飾専門学校）、大
畑佑介（シチズン時計マニュファクチャ
リング）。金賞＝平谷朱菜（セイコーエ
プソン）の8名＝写真:上。
　その後、中締めを全日本時計宝飾眼
鏡小売協同組合理事長の近藤千佳之
氏が行い、お開きとなった。

　UBMジャパン㈱は、2月6日、東京・東
上野のオーラムで、ジャパンジュエリー
フェア2018（JJF）を効果的且つ効率的
に活用するための「ジャパンジュエリー

フェア2018 年
間プロモーショ
ン計画発表会」
を開催する。時
間は13時30分
～15時30分。

　当日は、UBMが主催する6月／9月
香港ジュエリー&ジェムフェアとJJFを
連動させたプロモーションについて説
明。またUBMジャパングループが主催
する中国深セン・上海の両展示会情報
や中国マーケットをターゲットにした
SNSの活用方法も説明するとしている。
　プログラム内容（予定）は、①2018年
UBMジュエリーグループが連携して提
供する新サービス。②JJFと香港ショー

と連動して中国マーケットを取り込む。
③中国のSNS最新活用事情-自社ブー
スに誘導する秘策とは-④SNSを利用し
たプロモーションの成功事例の紹介。
最後には個別相談の時間もある。

　全国宝石卸商（協）関
西支部、大阪時計宝飾眼
鏡（協）、大阪時計卸（協）
＝［今回当番］3団体合同
による恒例の「平成30年
新春 大阪・時計宝飾新
年互礼会」が1月5日、ホ
テル日航大阪で開催さ
れ、来賓・関係団体など
70名が集い元気に新年
を迎えた。
　今岡弘志専務理事に
よるテンポの良い司会進
行ではじまり、例年通り国
歌並びに一月一日の歌を
斉唱した後、代表挨拶に小谷年司氏
が登壇した。
　小谷氏は「仁義は大切だと思う。相
撲の世界でも大切だ。“モンゴルの人
たち”は仁義がないと感じた年末、モン
ゴルはあかん。彼らの祖先は“ジンギス
カン”」と先ずはジョークで場を和ませ、
続けて、年末に訪問した香港で感じた
ことを話した。「空港まで迎えに来た友
人に、“待っただろ？”と聞いたら、“僕
は君の飛行機が何便かスマホを見て
わかっていた。だから待つことはなかっ
た”と言われ、改めてデジタルの便利さ
に驚いた。また、AI（人工頭脳）が、世
界一の名人に勝ったことで、食事や睡
眠を必要とする人間は、常に研究し続
けるAIには勝てないことが証明され、
デジタルの世界は好かないものの感心
している。さらに、ある証券会社がAIが
売り買いするファンドをもってきた。すぐ
に買ったが、なかなか上がらず、自分の
頭脳でビットコインでも買った方が良
かったかと思いもした。NYタイムスを
読むと、ビットコインは基本的にインチ
キだと書いてあったが、100倍になり豪
華旅行に行く夢のようなことも考える。
明治の頃には兎の投資があり、ビット
コインのように
流行った。戦後
には観音竹が
流行った。お金
は信用であって

何をするかである。国の信用を印刷
したようなもの。しかし、中国人旅行
者が日本のデパートを救うとは思わ
なかった。香港はバブルのようで、日
本人がルイヴィトンを買いまくって

いたように、有名宝石店は人がいっぱ
いだった。この流れが日本に来ることを
期待しており、景気も底を打ち、今年の
業界は決して悪くならないように思う。
こうして皆で力を合わせ、話をし、勇気
を与え合ってやっていったら、必ず良い
業界に戻ると思う。自分の会社の感覚
としても悪くない。とにかくオリンピック
までは、もっともっと発展したいと願う」
と話し、代表挨拶にかえた。

　その後は、今宮戎神社による祈祷、
来賓祝辞を経て、鹿野琢也全国宝石
卸商関西支部支部長の音頭で乾杯
し、歓談に入った。途中、当たり年記念
品の贈呈が行われ、中締めは、辰已貞
一大阪時計宝飾眼鏡商業理事長が
万歳三床で閉め、お開きとなった。
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